
る｡

ただし,例外も,わずかながらある｡それは,次の

(67XGS)などに見られる ｢柔らげ｣の ｢モ｣と｢柔らげ｣の

｢ナ ド｣と名づけられるものである｡

抑 春モタケナワニナッテキマシタ｡-tl
(純 株ナ ド(モ)ヨク,アナタノオウワサヲシテ-n

イマス｡

帆や(SS)のような ｢モ｣や ｢ナ ド｣は.他者が不定で

あって,とりたて洞の中でも特殊なものである｡詳し

くはいずれ改めて述べることにして,本稿では,こう

した例外のあることを指摘するにとどめる｡

5.まとめ

本稿では,とりたて詞の意味に関する4姐の基本的

概念のうちの,｢自者｣と ｢他者｣について考えた｡

そして,

1.自著はとりたて詞にとりたてられる単文中の要

素であり,他者はそれに対比されるものであるこ

と,

2.日者には,名詞句,副詞句.述語句などの場合

や,テンスの場合もあること.

3.自著と他者の間には,構文論的,意味的な何ら

かの同類性があること,

4.他者は.言給的.非言語的文脈から,何らかの

形で理解されること,

などを述べた｡

付記 本稿は,昭和59年度都立大学園滑国文学会で

の研究発表の内容に,若干の修正を加えたもの

である｡発表の折,御出席の方々に,多くの食

重な御指摘を敷いた｡ここに記して感謝申し上

げる｡
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山口県長門方言の音韻

1.はじめに

本稿では山口県北部の長門方言をとりあげ,老年層

の音韻体系を1980,1981,1983年の臨地調査にもとづ
(比l)

いて記述する｡調査地点は稲作を主な産黄とする山あ

いの虚業集落長門市渋木地区である｡山口県方言の音

声現象については岡山方言,広島方言などの中国諸方

藤 田 勝 良

言とともにai迎母音の相互同化現象や前接する名詞 ･

動詞と助詞 ･助動詞の融合現象が特色の一つとしてあ

げられるが,長門中央域はとりわけ相互同化現象の顕

著な地域として指摘されてきた｡(藤原1977.中川1982

参照)しかし,県下の,このような音声現象によって

生じる音声は,従来,音韻解釈においては元に戻され
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bi be b記 ba bo bu -

pl pe p於 pa pO pu -

F1 - - Fa

～ Q Jl

Fu -

3.母音音素

当方苗には./i,e.zEt,a. 0,u/の6個の母音音楽

や溜 められる｡前舌母音/a!/の認められる点が特徴的

である｡無声子音に挟まれた狭母音の無声化現象は当

方言にはみられない｡ただし.若年層では時に [Jita]

(下)のように無声化のみられることもある｡以下各母

音についてのべる｡

3.1. /i/[i]

東京語の/i/にほぼ一致する｡ただ,渋木地区では

聞かれないが日本海に面する仙崎地区では,中古的な

音の開かれることもある｡例えば次のとおりである｡

/ka21ikeru/[kad21ikeru](かじかむ)ト

/haziku/[hadziLku](ほじく)
日本諸方言をみると一般に/i/に前揺する子音には

口蓋化が認められるが,当方言ではui迎母音の融合現

象 及び末尾柏/2iu/の名詞と助詞この触合現象によっ

て生じた/i/の荊のS.払,C子音は口走化を起さない｡

例えば.次の [madzi:](まずい)は [mad3i:]とはなら

ない｡後述するようにこの口蓋化の有無が互いの弁別

的特徴となっている子音の組のみられることも注目さ

れる点である｡/i/の用例は次の通り｡

/hizji/[9id3i](肘),/kisji/[kiJi](岸)

/miOji/[mitJi](追),/nigaR/[♪iga:](苦い)

/pimpira/[pimpira](御転婆),/kuri/[kuri](莱)

/biri/[biri](泣き虫),/giri/[giri](つむじ)

/'usiR/[usi:](蒋い),/maziR/[mad21i:](まずい)

/'aciIt/[atsi:](厚い)

/nokokuziR/[nokokudzi:](鋸府-)

3.2./e/[e]

東京語の/e/にほほ一致するが,次のように狭い発

音の聞かれることもある｡

laruk里:](あるから),[ヱki](支谷)

ldar里:ki:temo](経に開いても)

[okali:tom望San](どうもおかしいよ)

〔ei:korono:demo:](ずいぶんと飲むだけ飲んでね)

[koam皇d3attara](小雨だったら)

精密表記では狭母音化を示す記号を付けるべきであ

るが,以下ではこのような発音も含めて[e]で代表さ

bja bjo bju - 1 -

- PJa Plo PJu

せて表記する｡このようなeの挟母音化は長門市の日

本海側でより顕著である｡なお,/e/に解釈される普

声にはoi,oe連母音の触合によるものもあり.その場

合には必ず次に/氏/を伴う｡/e/[e]の用例は次の通

り｡

/hebi/[hebi](蛇),/kogeru/[kogeru](焦げる)

/kere/[kere](蹴ろ)

/ko'icctt/[koitse:](こいつに)

/zeRkin/[2ie:kin](税金)

/seltta/[8e=ta](急いだ)

/hane/[hane](羽),/deru/[deru](出る)

/te/[te](辛),/meSji/[meJi](顔)

/bero/[bero〕(舌),/teQpeN/[teppezr](頂上)

3.3. /Ze/le]

/辞/はaiまたはae迎母音の融合によるものであり,

必ず次に/冗/を伴う｡ただし,ai,ae迎母音の融合につ

いては2.1.2を参照./把/を認定するのは,融合にお

いて調音点が一点であること,また,先に示した [ha

nae:ru](始める)や次に示す①の例のようにいくら丁

寧な発音でも連母音の形に戻すことのできない例のみ

られること.および②のような/e/./a/との青鯛論的

な対立を示すと考えうる例をあげることができること

による｡

① /kon於Rda/lkon㌍:da](このあいだ くこの前〉)

/ka!RSa/[ka∋:sa](わずか)

/kima!R/[kimzE!:](気がまえ)

② /gieR/[ga∋=](審):/geR/[ge:](芸)

/hanBeR/[han把:](はなに く先に)):/haneR/

[hane:](羽に,羽へ):/hanaR/[hana=](はな

は,はなを く先は,先を))

/8aeRta/[siZt:ta](裂いた):/seRta/[se:ta]

(せいた く急いだ))

/kasaeR/[kasae:](笠へ):/kasaR/[kasa:](笠は)

上記の外に/把/[gEB]の例を示せば次の通 り｡

/'錘Rta/[jBe:ta](焼いた)

/sji'W辞R/[Jiwae:](しわいく肉などが繊維質でなか

なかかみきれない様の形容))

/SiEtRS王eR/[sae:See:](再々 〈しばしば〉)

/21㌍RgO/[ziEt=gO](ぎいご く田舎〉)

- 62-



ることが一般的であった｡これは連母音の相互同化現

象についていえば,記述された地点において, 1)そ

の昔価が必ずしも[ae]として安定したものではなくむ

しろ[aij[ae]のような発音の方が一般的であること,

2)丁寧に発音した場合には触合しない形があらわれ

るという事情によるものであるとおもわれるム

しかし,渋木地区においては,1)についていえば日

常自然な発話では [sae:ta](裂いた),[hBe:](釈)とし

て音価の安定し,しかも次のように音韻的な対立と考
(t生2>

えうる例を呈示することのできるものがある｡

[sae:ta](裂いた)/[8e:ta](急いだ).[hee:](釈)/

[he:](棉)/[ha=](薬は)

また2)についていえば,共通語の波が大きくかぶき

っている現状ではむしろ場面を絞る必要があるのでは

ないかと思われる｡一概にはいえないが,場面に応じ

て共通語と方言のとりかえの行なわれる可能性もある

のである｡また,たとえそのようなとりかえが関与し

ていないとしても渋木地区では [hanzzt:ru](始める)

[t紀:gatBe=](有り難い)のようにいくら丁寧な発音で

も[hanairu],[taegatai]と相互同化しない形にするこ
くtt3)

とのできない例が観察される｡またその発音に際して

はいわゆる二重母音のように謝普点の移動はなく,調

書位置は一定している｡

一方,助詞,助動詞の融合現象については県下ほと

んどの地域の日常生活で安定的に存在しているとみら

れるから主として2)の理由によるものと思われるが,
くtt4〉

やはり場面を絞るべきではないかと思われる｡

このような観点から本稿では,相互同化や融合現象

によって生 じる音声のうち日常生活場面において安定

度の高いものについてはその音声にできるだけ沿う形

で音韻解釈を行なっていきたい｡

(表記について)gは軟口蓋破裂音を示す｡

'i 'e 'eE! 'a ･0･u

hi he hEe ha ho -

把

把

g

k

酢

ke

.gl

ki

一

犯

油

相

場

血

佃

BE

ce

紀

se

re

∩e

°e

te

me

･C

･之1

･凱

･n

.m

r

1
4
m

g｡

k｡

C｡

印

日｡

r｡

n｡

d｡

3

m0

ga

ka

Ca

m

約

ra

∩a

血

b

m

即

ku

Cu

m

凱

ru

∩u

l

一

2.音素

これまでの調査の結果.当方言には次の4梯26個の

音素が認められる｡

母音音素 /i.e,記,a, 0,u/

半母音音素 /j,W/
子音音素 /'.h,g,k,C,21.S.r,i.d,n.m.

b,p,F/
柏音素 /N,Q.氏/
これらの音素を東京語と比較すると母音曹紫/ae/千

音音素/F/を有すること,子音音素/D/を欠いている

点に特色がある｡これらの音素は単独に,または一定

の規則に従って結合して柏をつくる｡当方言における

柏の型は次の6轍である｡

CV,CSV,CSSV,N,Q.R
これを共通語と比較すれば/CSSV/の特異な柏を有す

ることが特色としてあげられる｡この柏構造は[arawjaZ]

(洗えば)のように動詞の仮定形と助詞が接続する場

令,あるいは [utawja:seJ}](歌いはしない)のような

強調の否定表現に於いて生ずるものである｡従来この

ような形態音細論レベルでも問題となるとみられる音

声を概瞳的に柏構造にとりこまない記述があったが,

これは音声実態から触れた書出Eのしかたであると考え

られる｡ただ当該の柏についていえば,当方言に[kwa],

[gwa]のような合幼書が認められないことから/W/を

子音に準じて子音軸の 1つとして処理し柏構造をCSV
とすることも考えられなくはない｡しかし./W/の発

音に際してその前にみられるゆるやかな声立ては/i/,

/e/,/於/,/a/,/0/,/u/,/j/と共通しているし,また

当方言の/W/は摩擦的要素は弱く子音性は乏しいとい

わざるを得ないから,やはり/W/は半母音として母音

の軸に据え,CSSVの拍構造を認める方がより妥当であ

ると考えられる｡次に当方言の柏体系を示す｡

‥挿

l

一

l

r

I

f

一

l

一

一

一

一
‥q

:印

‥印

l

]

一

一

6t

･ー｡

h-｡

･帥kl
･q

･ヱ1

･印

･叩

･叩

d-｡

巾

･叩

･.Ja

hl

･S

望

q

･印

･印

･叩

･nla

d-a

か

･叩

‥叩
h

-

･訓
kl

･q

･叫

･印

･rl
･n

l
I

'Wか -wa 'lVja



/SurZE!R/[8ur記=](すらい くすばや く抜けめがか ､

様 の形容〉)

3.4. /a/[a]～ [A]

東京語の/a/に比べやや後よりである｡アクセント

のおかれかたにより調音点の変動がみられ,一般的に

アクセントの低い柏では [a],高い柏では [u]に近 く

実現する傾向が認められる｡例えば次の通 り｡

[ali](足);[古me](雨)

ただし以下では簡略的に [a]で記述する｡/a/の用例

を示せば次の通 り｡

/naNgi/[naDDi](稚儀),

/'udar8gO/[udarago](赤児)

/'iga/[iga](喉にさきった魚の小骨)

/mi'jaSiR/[mija8i=](容易な)

3.5./o/[o]

共通語の/o/にほぼ一致する｡/o/の用例を示せば

次の通 り｡

/honto/[honto](雨戸)./got記R/[gotae:](体)

/'enko/[enko](河童)

/ko.icoR/[koitso=](こいつを)

/soRke/[so=ke](ざる)

/nor″ [noru〕(背伸びをする)

/doRSjin/[do=Jin](仲間,道連れ)

/tokuRCjoru/[toku=tloru](懇意にしている)

3.6. /u/[u]

母音uは円唇である｡これは若年層 も変らない｡調

書位置は共通語に比べやや後寄 りである｡/u/の用例

を示せば次の通 り｡

/'igaku/[igaku](ゆが く)

/nuriR/[nuri:](ぬるい)

/nubu/[nubu](伸びる)

/sukumo/lBukumo](@&)

/kaburu/[kaburu](人や犬などの動物が肉質のも

のを歯で噛むこと,または蚊が肌を刺す動作)

4.連母音の融合

当方青においてはaiとaeの連母音が触合する他,oi

とuiの迎母音にも融合化がみられる｡この場合 もやは

り融合音は長音 となる｡まず,oiとoeの迎母音の融合

についていえば,これは次に示すように[e=]として発

音きれる｡

oi>e /hireR/[gire:](広い)

/kureR/[kure:](黒い)

/omosjireR/[omoJire:](面白い)

/oseR/[08e:](遅い)

/kaSjikeR/[kaJike=](賢い)

oe>e /sokeR/[80ke=](そこへ)

/SjimeR/[Jime:](下へ)

/nodeR/[node:](喉へ)

/dokeR/[doke:](どこ-)

注 :oiの融合のうち,-Voi-の型の敵合の場合は

ljawe:]や [sawc:](竿へ)のように弱いW音を

前に伴なうことがある｡これには.Oがもともと弱

いW音を伴っている場合も,そうでない場合 もある｡

ただし,この融合は上に示したようにoiでは形容詞

語末,oeでは名詞 と格助詞eの承掛 こおいて顕著であ

り,その他の場合には融合 しないことが多い｡たとえ

ば次の通 り｡

/to'i/[toi](檀),/hi'o'i/[9ioi](日程)

/'o●inoko/[oinoko](物を背負って運ぶための木の

台),/ko●eru/[koeru](越える)

/mo'eru/[moeru](燃える)

/ko'e/[koe](声)

また.形容詞語末にあっても次の諸例では融合せず

に [i]が長膏になる｡

/to'iR/[toi:](遠い),/'O-iR/[oi:](多い)

/ko-iR/[koi:](恐い)

なお,この融合において,時に[e:]とならず【¢:]と

発音されることもあるが,安定的ではない｡ 日常の発

話場面で比較的[b=]の発音のよく開かれる [tab=](峠

[tao]へ)のような例についても[tao岩】との問でゆれ

ている状態である｡このため,これを1個の音素 とし

ては認めがたい｡

次にui迎母音についていえば,これは次に示すよう

に,多く[i]として発音される｡

ui>i /wariR/[wari:](悪い)

/FuriR/[Furi:](古い)

/sabiR/[sabi:](寒い)

/nuriR/[nuri:](ぬるい)

/SjiNriR/[Jinri:](親類)

/'otociR/[otot8i=](一昨 El)

/nukiR/[nuki=](暖かい)

/ka'iR/[kd三](痔い)

ただし,この融合 も形容詞語末.特定の名詞におい

て顕著であり.その他の場合には融合しないことが多

い.たとえば次の通 り｡

/mu'ika/[muika](六日),/ku'i/〔kui] (梶)
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/Su'ita/[suita](すいた)

/cu'ita/ltsuita](付いた)

/nu'ita/[nuita](披いた)

放後にaiとaeの迎母音についていえば,これは3.で

述べたように多く[a3:]として発著され.しかもoi,oe,

ui迎母音と違ってほとんど品詞,位置を問わない｡た

だし,次のように形容詞語末,助動詞 ｢たい｣では.

次のように[a:]と発音されることもあり,助動詞｢ま

いJではむしろ[a:]が一般的である｡形容詞語末,助

動詞｢か ､｣の[a:]晋は男性を中心に開かれるが,[ae:]

ほど優勢ではない｡また [ae:]に比べてぞんざいな感

じを伴なう｡

/kumaR/[kuma:](釆まい)

/hurumaRde/[Furuma=de](降らないだろうよ)

/kuraR/[kura:](暗い),/akaR/[aka:](赤い)

/'ikitaR/[ikita:](行きたい)

/mitaR/[mita:](見たい)

また,[e=]と発音されることもあるが,これは劣勢で

ある｡

/ippeR/[ippe:](-蕊)

5.半母音音素

半母音音素は,当方言においては/i/./W/の二つが

認められる｡/W/については既に述べたように柏の構

造を考えれば子音としての解釈も成立するが,その昔

-Jf項 矧 こついてみれば摩擦的要素を伴なう子音的な性

柄のものではないことからやはり半母音として記述す

るべきであると考える｡以下それぞれについて述べる｡

5.1. /i/[j]

半母音音素 /i/の構成する柏には東京譜に認められ

る/Cja/./Cjo/,/Cju/の柏の他,/CSja/(Cは/I/,

Sは/W/),/CjaB/(Cは/'/),/Cji/がある｡それぞれ

について具体例を上げればつぎの通りである｡

/cji//micji/[mitJi日 通)/kucji/[kutJi](口)

/cjae//錘氏to/[jae:tO](灸)

/hi-jBeR/[9ijか:](冷たい)

/cja//kurjaR/[kurja=](来れば)

/injaR/[ipa:](住ねぱ く帰れば))

/cjo//kjoR血R/[kjo=d辞=](兄弟)

/gjoRgi/[gjo:gi](行儀)

/cj〟 /mjuR/[mju=](見よう)

/kjuR/[kju:](木を)

/csja//ara'wjaR/[arawja=](洗えば)

/SaSO-wjaR/[8aSOWja:](魂えば)

/Cji/の具休例は共通語では /ci/と解釈されるが,

当方言においては [tSi]が次のように安定してあらわ

れる語例の多いことから,サ行と平行的に[tji]は/Cji/

と解釈し,[tsi]を/ci/と解釈する｡次の語例におい

て[tSi]が[tJi]と発音されることはない｡

[atsi=](暑い)[tsi=na](同じの)

[natsi=tJoru](なついている)[katsi:de](担いで)

/CSja/の柏は前述したように構造的にはCSSVの特

異な拍構造であり,当方言の特徴的な柏である｡この

柏はいわゆる-行動洞の仮定形および｢～Lはしない｣

の形の強調形に実現する｡

/ha'wjaR/[hawja:](這えば)

/Su'wjaR/[SuWja:](吸えば)

/kira'wjaR/[kirawja=](嫌えば)

/nu'wjaR/[nuwja:](縫えば)

/Furu'wjaR/[FuruWja:](ふるえば)

/kako'wjaR/[hkowja=](囲えば)

/'uta'wjaftBen/[utaWja=setL](歌いはしない)

/mora'wjaRBen/[mora心ja=seDd(もらいはしな

い)

注 :ただし,強調形の場合には/wja/と/ja/の交替

が頻著である｡

こうしたCSSVの柏構造は鏡味1976によれば島根県

松江方言にも,また神都1978によれば隠岐方言にも同

様な形で認められる｡鏡味1976ではカワヤー(買えば),

神都1978では[hawja](追えば),[arawja](洗えば)

のような例があげられている｡このような例について

は神都1978で指摘するように-行転呼現象で生じた

[W]音との関係が考えられよう｡

なれ CSSVの柏構造はこの他に避母音aiの融合現

象によって佐賀県北山方言(九州方言学会編1969),静

岡方言の一部 (中条舶1982)にも認められるとのこと

であり,また特殊な成立事情によるが八丈方言にも認

められるとの報告記述 (馬瀬1961)がある｡

5.2./W/[W]

半母音音素/W/は/j/で述べた柏の他,/Cwa//CwaB/

(CはY/)の柏を構成する｡このうち/CwBe/はやはり

迎母音の融合現象によって生じる柏である｡たとえば

次の通りである｡

/sji'wBeR/[JiwzE)=](肉などが繊維質でなかなか噛み

きれない様),/'wieRta/[W王や=ta](沸いた)

なお,長門市内海岸部ではW書の脱落が著しく仙崎地

区では ｢若い｣が [ak王e:],｢分からない｣が [akarazr]

のように発音されるが当地区ではこのような現象は顕
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著ではない｡ただし,後述するように助詞-と前接名

詞との融合現象においてはW音の脱落が認められる.

6.子音音素

子音音素は,前述したように音素自休については鼻

音音素/D/を有しないこと,両唇摩擦の子音音素/F/
が認められる点に特徴がみられる｡/F/は,連母音の

融合現象,名詞と助詞の融合現象によって,次のよう

に/Fi//Fa//Fu/という柏の構成要素となり,またこ

うした現象によらず/Fu/という柏の構成要素となる｡

/hoRFiR/[ho:Fi:](防府へ)

/FiRta/lFi:ta](拭いた)

/FuriRFaR/ [Furi=Fa:](古いのは)

/SかRFaR/[siX):Fa=](財布は)

/toRFu/[to:Fu](豆腐)

注 1:当方音には準体助詞としてホ[ho],ソ[so]の

二種類があり,ともに日常頻矧 こ用いられてい

る｡上記の[Furi:Fa:]の[Fa:]は準体助詞ホに

係助詞-の触合した形である｡

注 2:ただし,これらは中若年ではいずれも安定的

ではなく非融合形で発音されることが多い｡た

とえば,｢防府へ｣は [ho=Fue],｢古いのは｣は

[Furi=howa]あるいは[Furi:sowa]のように発音

されることが多い｡

一方,それぞれの子音音素が構成要素となる柏にも

東京語にみられない柏がある｡このうちほとんどの柏

に共通しているのは子音音素が/zx!/と結びつくことに

よるもので,/C//F/以外のすべての子音がこれによ

り蛾成要素となる柏を一つ増やしている｡ただし,/Be/
に前接することで子音に特別な変化は生じない｡そこ

でこれらについてはここで具体例を上げ以下の記述で

は省略する｡

/'Be/:/.BeRSaCu/ [ae:SatSu](挨拶)

/hBe/:/hEeR/[h缶:](鞄)

/g缶/:/migaBRta/[migEe:ta](磨いた)

/kae/:/cjikeE!R/[tJikzz!:](近い)

/zae/:/zaeRgO/[zBe:gO](ざいご く田舎))

/sBe/:/saeRtA/[S記:ta](裂いた)

/rep/:/kira∋Rna/[kiraB=na](嫌いな)

/nBe/:/hanaeR/[hanzD:](はなへ く先へ〉)

/dae/:/sjid壬eRni/[Jidae:ni](次第に)

/tiZ!/:/'itiXBR/[itBe:](痛い)

/mzE!/:/m㌍Rkara/[mie:kara](前から)

/biZ)/:/●ambiBR/[amb壬近:](塩梅 くぐあい))

/pa∋/:/haqiZBR/lhapp担:](八杯)

この他には迎母音uiの触合現象がかかわるもの,名

詞と肋詞の融合にかかわるものが認められるが個別的

であるため,以下でそれぞれ述べることにする｡

6.1. /h/[h]～ [9]

/h/は東京方言と同じく,普環境にしたがって [h]

[9]として実現される｡/0.a,e/に前後する場合は声

門普[h],/i/に前摸する場合および幼音に該当する

音は硬口蓋鮮擦音 [9]である｡なお粗雑な発音では/8
ji/と/hi/が混同する場合がある｡たとえば[80=9ite]

と[80:Jite](そうして).[Jitaku]と[9itaku](支度)

など｡

6.2. /ソ

当方言においては/ソに該当するようなはっきりし

た子音的要素が音声的には認められないが母音や半母

音の発音に際してその前にあらわれるgradualbegin･

ingがこれに該当するものと解釈される｡次のとおり

である｡

/'a'o/(#)/'i'e/(i)

6.3./g/[g]

か行子音はすべて有声破裂音の[g]であり鼻音の[o]

はない｡｢曲げる｣は[mageru]であり,｢釘｣は[kugi]

(釘)である｡母音間では摩擦音化し,ゆるんだ感じの

lT]となったリ,脱落したりする現象もみられる｡た

とえば次の通り｡

[gomuTutSu],[gomu:tSu](ゴム靴)

6.4./k/[k]

力行子音は束京語同様.常に無声破裂音の[k]であ

る｡概略軟口蓋で調書されるが[i]や[j]の前では硬口

蓋がわで長音される｡語頭では弱い気音を伴なうこと

がある｡

6.5./a/[d21] /S/[8]

ザ行書/21/の具体音声は概略破擦音の [血]である｡

破榛的傾向は語両で顕著であるが,語中語尾では弱い｡

たとえば,[dzaliki](座敷),[cidza](膝)のように｡

ただし本稿では概略的に[d21]で代表させて記述する｡

束京譜においては /i/に前棲する/乞/は口蓋化を示

すが,これも/a/として認められる｡ところが当方言

においては次のように [d21i]が認められるため,口蓋

化音 [d3i]は/21ji/と解釈される｡

/2ii/:/maziR/[mad21i:](まづい)
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/2iji/:/21jiR8iLma/ld5i=Sama](爺さま)

[d2ii]が生 じるのは/乙/と連母音/ui/が結びつくとき

及び末尾柏が/2lu/の名詞と助詞のこか承鞍するときで

ある｡連母音の融合現象,名詞と助詞の融合現象にお

いて[ti]【雌]は[i=]となるかこの[i=]は前の【d2:]を

口蓋化できないのである｡

なお長門市内の仙崎地区についてはザ行書のタ行書

化が著しいことが従来指摘されてきている(前川1963)

が,現在はそれほど涙管ではない｡この現象は,現在

の渋木地区ではわずかに次のような例にみられるだけ

である｡

(座布団は[d21abuton]であり,[dabuton]とはならない｡)

[d3idae=kagi](自在鍵) [ko=do=baJil(こうぞ箸)

[idaru](いざる) 【oradatta](居なかった)

[Jindo=](心肢)

サ行書/8/は常に摩擦音 [8]である｡サ行もザ行と

同様.後模する連母音uiの融合現象,末尾柏が/8u/の

名詞と助詞この融合現象によって次のように[8i]が認

められる｡

[ja8i=](安い) [uBi=](蒋い)

[kosi=](こすい く利口な,荻滑な〉)

[aburanka8i=](柚の粕に)

この[Si]は[Ji]と次のように音韻的な対立を示す｡し

たがってこれもザ行と平行的に [Si]が /si/と解釈さ

れ,[i】が /Sji/と解釈される｡

[tJSi=](蒋い):[uJi:](牛に)

6.6. /C/lts]

/C/は破撫普[ts]である｡これもサ行ザ行同様,徳

凍する連母音tdの融合現象によって[t8i]が認められ,

[tJi]が/cji/と解釈され.[tsi]が/ci/として解釈きれ

る｡(2.1.3参照)また,/C/は/i/の外/e.a.0.u/の母

音と結びつくが,/ce/./ca/,/co/の語例は多くはな

い｡また./か/と結びついた/ca∋/[tsee]の柏は見出

せない｡/ce/,/ca/,/co/の語例は次の通り｡

/ce/:[koit8e:](こいつへ) [kutse=](靴-)

/co/:[koitso=](こいつを)

/ca/:[koitsa=](こいつは) [mat88=](松は)

[natSa:](夏は)

6.7. /r/[′]～ [r]

ラ行子音/r/は一般に弾き書[′]であるが,女性に

はふるえ音[r]も観察される｡本稿では簡略的に[r]で代

表させて書改邑する｡当方青ではrの脱落が比較的よく観察

される｡たとえば,受身可能の助動詞レルの使用に於

いて [mitJu:kikee=tA] (道を開かれた) [joraB=rja=

jottekureSaZh](寄られるなら寄ってよ)のような遵母

音の融合にかかわった[r]音の脱落が観察され,また

[80a=](<[80ra:])(それは),[amegaFu=kara](<

[arrLmegaFurukara])(雨が降るから)のような脱落

も観察される｡

6.8./t//d/
タ行子音/d/,タ行子音/t/ともに歯茎破裂音である｡

共通に母音 /e,辞,a,0/と結びつき,/i,u/とは結びつ

かない｡また,東京語にない柏として,それぞれ/dja/

/djo//tja//tjo/を構成する｡これはいずれも名詞と

助詞の融合に際して観察され,また /djo//tjo/は動

詞の志向推丑形に際しても観察される｡例としては次

のようなものがある｡

/dja/:[80dja=](袖は),[udja:](暁は)

/djo/:[80djo:](袖を),[udjo:](腕を)

[djo:](出よう)

/tja/:[tja:](手は).[tatja=](縦は)

/tjo/:ltjo:](%%).ltatjo=](kf)

[Butjo=](捨てよう)

6.9. /n/[n]

ナ行子音/n/は,東京語と同じく[n]である｡/i,e,

缶,a,0,tVの各母音と結びつくが,/i/の前で特に口蓋

化が著しい｡また,/∩/子音が用いられる格助詞こ,

ノは後にも述べるように母音が脱落して発音化する現

象が観察される｡

/kotoNnaran/lkoton naraz>] (ことんならん 〈仕

事などがうまくできない,無駄である))

/ucjiN21jiROjaLN/ [utJindzi=tJazh] (うちの爺ちゃ

ん)

6.10. /m/[m] /b/[b]

マ行子音/m/とパ行子音/也/は東京語と同じ[m][b]

である｡[m]と[b]の交替が次のような例にみられる｡

｢大分｣[dEEB:mun]-[da∋=bum]

｢寒い｣[8abiZ]-[Sami:]

｢眠る｣[neburu]～[nemuru]

｢煙たい｣[kebutzzB:]～[kemut挺:]

6.ll./p/[p]

パ行子音も束京語と同じ[p]である｡琉球方青や束

海の井川村方音,八丈方言のように語頭にあらわれる

ことは外来滑,擬声語 ･擬態語の頬を除いてはない｡
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/doqpana/[doppana](土地の先端のところ)

/8jiNpBeRSuru/[JimpzE):Suru](世話をする)

なお,/piNpira/[pimpira](御転婆)という語があ

るが,これも擬態語的なものであるとみることができ

よう｡

7.拍音素

7.1. /N/

擦普/N/は東京語と同 じくその昔環矧 こより[m,∩,

D:TL,D]などの異音 として実現される｡当方言では,先

に/n/で述べた助詞こ,ノの滞普化現象や[aJITli](あ

れに)のようなラ行節の擬音化現象が顕著である｡若

干ではあるが次のような発音の挿入もみられる｡

limma](今) [komma=](コマイ くちいさい))

[ikaTIJla:ikeri](行かなければいけない)

一方,粗雑な発音では次のように樺音が前の母音を

舟矧 ヒしみずからは長音に転じる現象も観察される｡

[mugigoha=](麦御飯) [n百三d3u:](年中)

[Jinad3ih否:](支那事変)

7.2./Q/

促音/q/は東京語同様,母音の後,無声子音/k.8,

6,t.〟の前に立ち.後接する子音に同化する｡

7.3. /R/

長音/良/は母音の直後のみにあらわれる｡また./ae/

の後には必ずあらわれる｡東京語と比較 しては東京語

で促音便,横音便であるものがウ音便になるもののあ

ることが特徴的である｡

[jo:ta](酔った) [uto:ta](歌った)

[moro:ta](もらった) [no:da](飲んだ)

[to:da](飛んだ) [jo=da](呼んだ)

[tato:da](畳んだ)[naro:da](並んだ)

[aju二da](歩んだ)

後者のり普健はいわゆるバ行マ行の四段動詞に実現

するものであるが,これは九州方言に連なる特徴とし

て注目される｡このようなり音便は中世鎌倉から室町

にかけて成立したとされるが,大塚光信氏はその当時

の抄物 ･キリシタン文献資料について,バ行マ行の四

段動詞における摸音便 とり音便の次のような原則によ

るはりあい関係を指摘 している｡(大塚1955)

(A〉語幹未がり列曹なる時- - 樺音便

〈B〉語幹未がアエイオ列曹なる時- ウ音便

但 し.次の二傾向も存し,それは抄物よりキリシ

タン物において著しい｡

(a)語幹一音節浩一特に母音音節である場合一は

はそれぞれの原則よりはずれ擦音便 となること

もある｡

くb〉前項により語幹未ウ列音譜でり音便 となるも

のはほとんど語幹二音節以上の語である｡

翻って当方言および九州方言の実態をみると (九州

方言学会1966による),いずれ も大 きくは上記の原則

に沿うものであることが解されるが,両者には微妙な

相違も認められる｡これを示せば次の通 りである｡

語幹末尾 普節 動 詞 語 例 渋 木 長 軸(大分) 北 山(佐賀) 深 海

(熊本)uC 1 汲む

N N N -

ぬ(伸)ぶ N N - N2 あ

す(過)ぶ N,uu - N,u

u u結ぶ N,uu -

N,uu -歩む N,uu

uu N,uu -oC 1

呼ぶ N●00 uu -

u飛ぶ N,00 uu

N,00 0飲む N,

00 uu 00 u2
喜ぶ N,00 -

N,00 -かごむ N-0

0 - - uaC

1 噛む N 00 00 00編む N - - -2 はさむ
N,00 - 00 -並ぶ N,00



資料が少ないため,確定的なことはいえないが,この

表からうかがう限りにおいて九州方言がくa)の規定に

ほとんど左右されないのに対し,当方言のそれは語幹

未がaCである場合についてはこの規定が効いてくる

という差異が存するようにみえる｡この点については

今後なお精密に検討する必要がある｡

-補説一

･名詞と助詞の融合

当方言では助詞のヲ,こ,ノ,-,-が前接名洞と

さまざまの触合変化を示し,特殊な柏を生ずることが

ある｡この変化を名詞末尾を-Ciのようにあらわし,

融合形を-Cjuのようにあらわして整理すると次のよ

うになる｡この融合変化は背年屑でも顕著である｡な

お,前項名詞語末が撮音,長音の場合はいずれの助詞

においても敵合変化は起こらないため,以下ではこの

場合については省略する｡

(1) ヲ

･-Ci(前接助詞の末尾,以下同様)- -CjuR(融合

形,以下同様)

[kakju:](柿を),[haltl:](箸を)

注 :-CjoRとなる個人もある｡県下,瀬戸内沿岸

では-CjoRとなる方が優勢のようである｡

･-Ce-→-CjoR

[h叩0:](羽を).[s叩0:](機を)

･-Ca- -CAR

[hana:](藤を),[Suna:](砂を)

･-CoI--Con

[to:](戸を),[tao=](峠を)

･-Cu-→-Cu

[8u](酢を),[midzu:](水を)

(2) ニ

･-Ci一 一Ci,-°in

[mitJi:inegaotJitloru](道に稲が落ちている)

[mae:9iJ>amegaFu叩](毎日雨が降る)

[umit>otJiru](海に落ちる)

･-Ce一 一Ce,-Cen

[hane=mjo:tJikadヱukeru](羽に目を近づける)

latennaran](あてにならない)

･-Ca-→-CBeR,-Can

[nak把=](中に),[karannaru](空になる)

･-C0- -CeR,-Can

lnode:](喉に),[jokonnaru](横になる)

･-Cu-･-CiR,-Can

[judzi:](柚に),[midzLJnnaru](水になる)

(3) ノ

この融合変化は他の融合変化はど一般的ではなく,

このような規則による変化例はむしろ限られているが

あえてこれを示すと次のようになる｡

･-Ci-I-°in

[utJind3i=tlan](うちの爺ちゃん)

lwatalinta](私の田)

･-Ce一 一Cen

[iennaka](家の中),[mennaka](目の中)

･-Ca->-Can

[tannaka](田の中),[kawannaka](川の中)

･-C0- -Con

[kaonnaka](顔の中)

'-Cu-1>-Cun

[midzum naka](水の中)

(4) -

･-Ci一 一CiR

[hati:](端-),[migi:](右へ)

･-Ce一一CeR

lsore:](それ-),[hatake=](畑へ)

･-Ca一 一CzE!R

ltzE):](田へ),[iwzB:](岩へ)

･-C0- -CeR,(-Cか)

[sote:](外-),[tad:](時へ)

･-Cu-→-Ci氏

[midzi=](水へ),[usi:](臼-)

(5) -

･-Ci. -C3aR

lhanata=](話は),[torja=](鳥は)

･-Ce-→-CjaR

lmja=](目は),[tja:](手は),[8akja:](酒は)

･-Cal.-CAR

[kuwa=](桑は),〔ima:](今は)

･-Col.-Can

[80ta:](外は).[konda:](今度は)

･-Cu.--Ca択

[monka:](文句は).[Fuka=](服は)

8.おわりに

以上,長門方言の音韻を日常生活場面ということを

意識しつつ記述した｡その顕著な特色としては各種連

母音の融合わけてもai.ae過母音の融合,動詞の仮定

形にみられる/CSSV/の柏構造,名詞と助詞の融合化

現象.さらにui連母音の敵合,名詞と助詞の融合によ

って生じた/i/の前の8,21子音の非口蓋化をあげるこ
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とができる｡このうち,迎母音の融合,名詞と助詞の

融合は従来の記述から中国諸方言に連なる特徴として

認めることができる｡また,S,2:,C子音の非口蓋化は

従来の中国諸方言の記述においてとりたてて述べられ

ることがなかったため,比較が稚しいが,例えば岡山

方言においても次のような淡話資料が報告されており,

これも中国諸方言への連なりが推測される｡

アツイーテ アツイーテ ド-モ コンカギリ

普くて 普くて どうも とても

アツイーケ

番いから

/cssv/の柏構造についていえば,これも,[kakja:]

(謝 ナば)のような仮定形が中国方言に広くみられるこ

とを考えれば,同様の柏構造が中国方言に存在するこ

とも推測されるが.管見の限りにおいて,その襲づけ

となる記述資料がないため,この点については今後の

調査を待つ必要がある｡

一方ではバ行,マ行動詞のり音便化にみられるよう

な形態音韻論のレベルにおける九州方言的要素の存在

も無視することはできないが.この安楽は中国方言的

要紫に比べると比重の小さいものである｡[jo:haliri

kiran](走ることができない)のような可能表現,[ki:

sarengotoarudzEt:](どうやら来ないようだぞ)のよう

な推量表現,[jukigaFuttJoru](雪が降っている)の

ようなアスペクト(既然態)表現,さらには [sobiku]

(く裾を〉引きずる),[airu](く雨が〉落ちる)のような

語亘削こも九州方言的要素が目立つ当城であるが,晋紙

的側面においては,これがやや滞れ,より中国方言的

特色が浪厚であるということができよう｡ただし,こ

うした近隣諸方言との対比は今後より精密に行なう必

要がある｡

ところで従来,記述の対象という点について,場面

ということにはあまり械極的な注意が向けられてこな

かった｡本稿では狭義で日常自然な発話場面という記

述対象のレベルを考えたが,これも広兼に解釈すれば

｢晴一重｣の対立が認められ,この間には縦横に様々な

レベルの場面があり得,そこには方言と共通語のさま

ざまの程度のはりあいがあろう｡また,老年層から若

年層への変化という視点に立てば,老年層の日常生活

場面において安定的な[tsi],[dzi],[si],[wja],[Fi],

[Fa]のような柏も中若年層では生活場面そのものの

変化とともに急速に生存飽田を狭め衰退しつつあるよ

うに観察される｡このような生活場面とのかかわりに

ついての共時的.適時的な掘 り下げも今後の課題とし

て残される｡

く注1)調_炎においては次の諸氏に話者としてご協

力をいただいた｡

久保田末男氏

幸池りヨ子氏

藤田ユキヨ氏

村田 庄一氏

植杉 文子氏

坂辻 秀一氏

村田 節子氏

(明約44年生)

(大正 2年生)

(大正 5年生)

(大正 8年生)

(大正 8年生)

(大正 8年生)

(大正13年生)

(注2)県下各地でai迎母音の同化の程度の追うこ

とは,日本放送協会舶1967中の郡漉郡都膿町と美

称郡秋芳町の談話資料の対照からもうかがうこと.TJ
ができる｡(都浪町では同化の相生はai.a岩ぐらい

が一般的であるが.秋芳町ではeeが一般的であ

る｡)

く注3〉たとえば[tie:gatBe=](有り稚い)はあらた

たまった場面で高い待遇価を有する諸要素と組み

あわきって用いられても[otBe:gatO:gOdzae:maJita]

(有り難うございました)のように相互同化した形

しかあらわれない｡

(往4〉広戸1965参照｡

く往5)/㌍/を認めることにより,r日本語研究4J

の r山口県長門市旧深川地区に掛 ナる待遇表現の

諸相｣のp.63に示した図は次のように変更しなけ

ればならない｡

(8&iru)

,sai√ 一一二 じ ＼＼-忘 eru,

く注6)鏡味1976は岡山方言にも同様な音声が剛か

れることを指摘している｡

く注7〉糸井1976によれば,大分方言ではuiの他oi

も[i:]と触合変化し,この[i:]の前の子音には一

般に口蓋化がみられないという.

く注8〉日本放送出版協会編1967,p.121,岡山県東

庭郡勝山町神代｡ただし,アツイーテの音声表記
LTJ

は [atyite]となっている｡
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糸井寛一1976

鏡味明克1976

藤原与-1977

神都宏奉1978

平山輝男稲1979

岡野信子1980

｢豊日･肥筑方言｣(r新 ･日本語講座

3J)

｢中国方言｣(r新 ･日本酷辞座 3J)

r昭和日本語の方言4J三弥井昏房

r隠岐方言の研究J風間む房
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｢くらしのことば｣(r長門市史 ･民俗

持J)

藤田勝良1981 ｢山口県長門市旧深川地区に置ける待

遇表現の諸相｣(rE]本語研究4J)

中川健二郎1982 ｢山口県の方宮｣(r鼓座方言学8J国

幹刊行会)

中条修絹1982 r静岡方言の研究J書見各店

(東京都立大学大学院学生)

ユキの意味と方言形式

1.はじめに

日本人にとっての ｢雪｣は.r万乗集/古今和歌典J

r源氏物語/新古今和歌典Jr金塊和歌集Jr山家集Jr義

経紀Jr笈日記Jをはじめ実に多くの作品で扱われてき

た (rことばとくらLJ 8号,r意味の世界と日本語J

で詳説)が,雪国の ｢雪｣を素材にしたものは驚くほ

ど少ない｡また,描出されても ｢雪降れば木々のこの

はも春ならでをしなペ梅の花ぞ咲きける｣(r和泉式部

日記J)や｢いざ行む雪見にころぶ所まで｣(r笈の小文J)

のような評価皮の高い描かれ方は,雪国の人々からは

ほとんどされなかった｡なぜであろうか｡

雪国の ｢雪｣は.あまりにも生活に密着し生活に重

くのしかかってくる｢雪｣であり.冬の日々は｢雪｣と

の閑いの明け暮れであったからであろう｡程度の差こ

そあれ,｢越後のごとく年毎に塊大の雪を視ば,何の楽

しき事かあらん｡雪の為に力を尽し財を貸し千変変若

する｣(r北越雪諸J上之巻)といった受け止め方は.

今でも見られる｡それだけに,｢雪｣に関する方言語桑

は,切実な評価 ･感情的意味をもつことが多い｡

このような ｢雪｣は,どのような意味の広がりと表

現の形式をもつのか｡ここでは豪雪地の一つ新潟県小

千谷市大字蘇生のユキ語柴 (老年層)を中心に,ユキ

と生活と方言との関わりをみていくことにする｡

この地方にユキのある期間は,年によって違いはあ

るが,おおむね次の4期に分かれる｡

i 初雪 ･根雪初期-11月中旬～12月中旬ごろ｡ユ

キが水っぽい｡

ii 根雪中期-12月下旬-3月上旬ごろ｡晴間なく

降ることが多い｡

(i) 12月下旬～1月上旬ごろはワタユキ (綿雪)

が多い｡

平 浮 洋 一

(ii) 1月中旬-2月初旬ごろは碇も寒い｡コナユ

キ (粉雪)がふつう｡

Gia2月中旬～3月上旬ごろはよくボタンユキ(牡

丹雪)が降る｡

iii 根雪晩期-3月中旬一彼岸ごろ｡晴間が多くな

る｡

iv 雪解け期-彼岸過ぎ｡降っても-ルユキ程度｡

方言生活の場でユキの細かな意味領域を表現するの

は,語とは限らない｡句のこともあれば,特に定まっ

た方言形式をもたないものもある｡形態だけを基準に

したのでは｢意味｣の全体像がつかめないこともある｡

そこで,意味的類似性と対立性を重 くみて意味領域を

分けていくと次の類型を得る｡

a 初雪を表すもの

b 降雪を表すもの

C 桁雪を表すもの

d 雪質 ･雪状を表すもの

e 雪専 ･闘雪を表すもの

f 民俗を表すもの

2.初雪

この地方のユキに対する偉大の関心事は.いつ初雪

が降るか,いつ本格的な雪が降るか,大雪になるか否

か,いつ消えるかである｡初雪が例年より遅かったり,冬

場の俄雪が少ないといったうれしい年には,コトシワ

マラ フラネァレ イ-ネ (今年はまだ降らなくて

いいねえ)やコトシワ ナットレ アリガテ7ネ-(令

年は雪が少なくてありがたいねえ)が挨拶ことばにな

ったりする｡

初雪の前にはユキかンナリサマ (雪雷様)が聞こえ

る｡例年,11月に入るとユキがいつ降ってもおかしく
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